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「
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」の

　
　
　
　
　
　
向
上
を
め
ざ
し
て

〔
平
成
22
年
度
行
政
改
革
の
実
施
状
況
〕

町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
し
く
み
づ

く
り
や
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、「
山
北
町
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
、
平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
行
政
改

革
大
綱
は
、
５
年
間
の
計
画
期
間
（
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
）
で
、
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政
体
制
を
目
指
し
、
組
織
・
機
構
の
見
直

し
、
財
政
運
営
の
適
正
化
、
職
員
数
の
削
減
や
職
員
給
与
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
た
め
の
基
本
方
針
で
す
。

平
成
22
年
度
の
行
政
改
革
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
10
・
０
％

【
平
成
22
年
度
決
算
値
】　　
12
・
２
％

※
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、

平
成
22
年
度
は
目
標
を
達
成
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。（
18
％
以
下
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。）

④
税
・
公
共
料
金
の
現
年
度
分
収
納
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
99
・
０
％

【
平
成
22
年
度
決
算
値
】　　
98
・
72
％

※
庁
内
組
織
の
「
税
･
公
共
料
金
等
の
収

納
促
進
会
議
」
に
よ
り
収
納
対
策
を
進

【
削
減
率
】　　
　
　
　
　
　
６
・
88
％

※
目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
80
・
０
％

【
平
成
22
年
度
決
算
値
】　　
82
・
６
％

※
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
比
率

と
し
て
用
い
ら
れ
、
町
村
で
は
75
～

80
％
程
度
が
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
は
景
気
低
迷
に
よ
る
影

響
で
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
90
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

数
値
目
標
の
達
成
状
況

行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
で
５
つ
の
数
値
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
職
員
定
数

職
員
定
数
条
例
に
基
づ
く
定
数
は

１
６
０
人
で
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
に

５
％
削
減
の
１
５
２
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
数　
１
４
９
人

め
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
目
標
値
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤
審
議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
30
・
０
％

【
平
成
22
年
度
実
績
】　　
　
28
・
１
％

※
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
、

女
性
か
ら
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
44

の
委
員
会
等
が
開
催
さ
れ
、
32
の
委
員

会
等
で
１
７
８
人
の
女
性
委
員
が
登
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
干
、
目
標
値
よ

り
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
中
の

主
な
取
り
組
み
状
況

自
律
し
た
行
政
体
制
の
整
備

自
治
基
本
条
例
の
制
定

●
策
定
推
進
会
議
を
組
織
し
、
条
例
素
案

を
策
定
し
ま
し
た
。
条
例
施
行
は
平
成

25
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

●
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
古

く
な
っ
た
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
し

ま
し
た
。
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●
廃
棄
文
書
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

溶
解
処
理
し
ま
し
た
。

●
夜
間
の
会
議
出
席
等
の
た
め
時
差
出
勤

を
行
い
、
職
員
の
残
業
手
当
を
削
減
し

ま
し
た
。

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

●
11
人
の
職
員
が
退
職
し
、
７
人
の
職
員

を
採
用
し
ま
し
た
。

●
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
削
減
し
ま
し
た
。

●
管
理
職
手
当
支
給
率
を
３
ポ
イ
ン
ト
削

減
し
ま
し
た
。

●
地
域
手
当
支
給
率
を
１
ポ
イ
ン
ト
削
減

し
ま
し
た
。

財
政
の
適
正
か
つ
健
全
な
運
営

財
源
の
積
極
的
な
確
保

●
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
税
収
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

民
間
委
託
等
の
推
進

●
指
定
管
理
者
制
度
の
指
定
期
間
が
満
了

し
た
６
施
設
で
、
指
定
の
更
新
を
行
い

経
費
削
減
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

町
有
財
産
の
有
効
活
用

●
未
利
用
町
有
地
の
処
分
な
ど
に
よ
り

８
７
８
千
円
、
広
報
紙
等
へ
の
有
料
広

告
に
よ
り
１
６
５
千
円
の
歳
入
と
な
り

ま
し
た
。

行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化

広
域
行
政

●
県
内
14
町
村
で
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
化

を
図
る
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

行
政
の
情
報
化
の
推
進

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図

り
、情
報
発
信
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

●
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
に
よ
り
、
犯
罪
不
審

者
情
報
、
防
災
情
報
、
生
活
関
連
情
報
、

観
光
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　

登
録
者　

２
，
０
２
１
人　

　
　
　
　
発
信
件
数　
　

２
４
６
件

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
揚

地
域
力
の
活
用

●
山
北
、
共
和
、
清
水
、
三
保
の
各
地
域

づ
く
り
委
員
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
し

た
。

県
西
地
域
の
消
防
広
域
化
に
つ
い
て

　
　
　
―
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
―

市
町
村
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
を
受
け
て
、
県
は
県
西
地

域
2
市
8
町
を
1
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
枠
組
み
を
示
し
ま
し
た
。

2
市
8
町
で
は
県
西
部
広
域
行
政
協
議
会
に
お
い
て
、
消
防
広
域
化
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
箱
根
町
、
湯
河
原
町
を
除
く
2
市
6
町
が
先
行
し
、
よ
り
具
体
的

な
検
討
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
域
化
に
よ
り
期
待
で
き
る
効
果

●
よ
り
早
く
…
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

●
よ
り
高
度
に
…
現
場
対
応
力
の
強
化

●
よ
り
効
率
的
に
…
行
財
政
運
営
の
効
率
化

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2
市
6
町
で
構
成
し
た
新
た
な
協

議
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
末
ま

で
に
消
防
広
域
化
を
実
現
す
る
た
め

の
検
討
を
進
め
、
運
営
計
画
や
規
約

を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
４
３

　
政
策
秘
書
課
政
策
秘
書
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
５
１
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庁舎内での事務

町職員の給与・職員数などについて、平成23年4月1日現在の概要をお知らせします。
なお、詳しくは、町ホームページ（http://www.town.yamakita.kanagawa.jp）に『人事
行政の運営等の状況』を掲載していますのでご覧ください。

★町職員の給与とは…職務の内容や職責に応じて定められた基本給としての｢給料｣と、勤務実績などに
応じて支給される｢手当｣で構成されており、町議会の審議を経て定められた条例
などに基づき支給されるものです。

★給与決定には………国や他の地方公共団体の職員、民間企業従事者の給与水準のほか、生計費、物価
などを総合的に考慮し、人事院の行う給与改定勧告に基づき決定されます。

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

正規の勤務時間を超えて
勤務した時に支給される
手当(管理職は除く）

危険・困難・健康によくな
い・著しく特殊な業務など
に従事した時に支給され
る手当（動物死体処理手
当、有害毒薬物取扱手当
など）

日直手当、管理職員特別
勤務手当など

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ　の　他

そ
の
他

民間企業のボーナスに相当する手当。
年間3.95月分（平成２２年度）

期末勤勉手当

退 職 手 当

※支給率は、県内３市１３町１
村７一部事務組合で構成す
る退職手当組合の条例に
よるものです。

区　分 自己都合 定　年
勤続20年 23.5月 30.55月
勤続25年 33.5月 41.34月
勤続35年 47.5月 59.28月
最高限度額 59.28月 59.28月

毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

職種や職務に応じた給料表に定める額

給料・扶養手当・管理職手当の4.5％

管理職の職責に応じて給料の6～12％を支給。

給 　 　 料

地 域 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

区　　　　　　　分 支 給 額
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族（１人につき） 6,500円
上記のうち配偶者がない場合は、
そのうち１人について 11,000円
特定期間にある子１人に対する加算額 5,000円 

賃貸住宅居住者 支給限度額　　　27,000円

自己所有住宅居住者 新築又は購入後５年間
5,000円

その他　　　　　 3,000円

片道２㎞以上から支給
交通機関利用者 運賃等相当額　限度額

55,000円
自家用車等使用者 2,000円～

給与の種類

町職員の給与などに関する概要
―人事行政の運営等の状況―
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工事前の測量

※特例措置として、町長については給料･手
当を30%、副町長・教育長については期
末手当をそれぞれ15%・10%、定められ
た額から減額しています。

※特別は国民健康保険事業、下水道事業、介護保険事業および水道
事業の4会計の合計です。

※ラスパイレス指数とは、給与水準を計る一つの目安となるもので、国家公務員を100として算出したものです。

職員数
　　A会計

人

137
12

149

一般

特別

計

給　　　与　　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B
千円

511,502
45,278

556,780

千円

94,548
7,342

101,890

千円

183,499
16,599

200,098

千円

789,549
69,219

858,768

1人当たり
給 与 費
（B／A）

千円

5,763
5,768

5,764

3.90 月

4.15 月

期末手当年間

報
　
酬

給
　
料

区　分 月　　額
町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

769,000円
630,000円
583,000円
356,000円
279,000円
255,000円

区　　分
一般行政職

平均給料 平均年齢

技能労務職
313,531円
270,160円

41歳　6月
57歳　3月

職員数の状況

区　　分 初任給額
大  学  卒
高  校  卒

173,900円
145,900円

区　　分 経験10年 経験15年 経験20年
357,000円
312,100円

303,800円
270,200円

252,200円
214,600円

大  学  卒
高  校  卒

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　　分
標準的な
職務内容
職 員 数

１　級

主  事  補

12人 29人 12人 21人 26人 33人 13人 3人 149人

２　級

主　事

３　級

主任主事

４　級

主　査

５　級
副  主  幹
副  技  幹

６　級
主　幹
技　幹

７　級

課　長

８　級

参　事
計

構 成 比 8.1％ 19.5％ 8.1％ 14.1％ 17.4％ 22.1％ 8.7％ 2.0％ 100％

特別職の報酬などの状況給与費（平成23年度当初予算）

級別職員数

平均給料月額及び平均年齢

一般行政職の初任給 一般行政職の経験年数別給料月額

105.0

104.0

103.0

102.0

101.0

100.0

99.0

98.0

97.0

96.0

95.0

96.9

100.6

96.7

102.4

98.1

101.8

18年 19年 20年 22年

96.4

102.2

21年

県内市町村平均山北町

97.2

102.8

ラスパイレス指数の推移

区　　　　　分 平成22年度
111人

平成23年度
109人

増減数
△2人一般行政（議会、総務、企画等）

特別行政（教育委員会）
公営企業等（上下水道、国保等）

合　　　　　計

29人
12人
152人

28人
12人
149人

△1人
0人
△3人
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パスは基本に忠実に

上達のためには時に厳しく

１０月６日に、山北パークゴルフ同好会が、パークゴル
フ場のオープンを記念して大会を開催しました。大会には、
100名を超える方が参加され、大変賑わっていました。

大会に参加された方の声
・コースに起伏があって難しいですが、その分面白いです。周囲に山があって、秋の紅葉の時期が楽しみです。（70歳代女性）
・コース配置に無駄がなくて良いと思います。まだコースに慣れていないので、これからも利用してスコアを伸ばしたいです。
（70歳代男性）

・コースの芝が長めなので、ボールが飛び過ぎず私にはちょうど良いです。（60歳代女性）
・パークゴルフ場建設に携わってきたので、オープンは感慨深いです。コースも思った以上に変化があり、他町から来られた

方からも好評をいただいているようです。ホールインワンの方には、大根を1本プレゼントするなど、ユニークな取り組み
をしてもいいと思います。（60歳代男性）

・変化に富んだコースで難しいですが、ネットのおかげでＯＢがあまり無いので、おもいっきりプレーできます。（50歳代女性）

１０月２日（日）、第９回やまきた健康スポーツ
大会が山北中学校で開催されました。

会場では、大人から子どもまで一緒に楽しむス
ポーツ鬼ごっこや、神奈川大学陸上競技部の選手に
挑むグラウンド30周リレーマラソン、各地域の参加
者で力を合わせたブロック対抗戦などが行われまし
た。

また、この機会に自分の体をチェックする健康体
験コーナーや体力測定コーナーにも、多くの参加者
が訪れました。

今年の目玉は、元バレーボール女子日本代表で主
将も務め、ロサンゼルス五輪銅メダリストの丸山（旧
姓 江上）由美さんと丸山貴也さんによるバレーボー
ル教室で、要点を押さえた適切なアドバイスと、時
折厳しさも交えた指導に、参加した町内のバレー
ボール選手たちは、更なるプレーの上達のために真
剣に取り組んでいました。

山北町パークゴルフ場がみなさんに末永く親しまれるように、これからも多くの方のご利用をお待ちしております。

オープンから１か月

山北町パークゴルフ場

スポーツの秋！みんな元気にやまきた健康スポーツ大会

賑わうパークゴルフ場

スポーツには健康が欠かせません 地域の力の見せどころ可愛い演技に観客は釘付け
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清水地区を視察

向原地区を視察

自然を感じてストレスを解消

参加者から好評のセラピー弁当

山北地区を視察

―
地
域
の
課
題
を
確
認
―

　
町
長
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

森も

り林
の
お
も
て
な
し
・
や
ま
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー
」

９
月
26
日
（
月
）、27
日
（
火
）
の
両
日
、

山
北
地
区
、
岸
地
区
、
向
原
地
区
、
共
和

地
区
、
清
水
地
区
、
三
保
地
区
で
町
長
が

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
会
要
望
を
中
心
と
し
た

地
域
の
課
題
を
町
長
自
ら
現
地
視
察
し
、

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
、
当
日
は
連
合
自
治

会
や
、
自
治
会
等
の
地

域
を
代
表
す
る
方
々
と
、

町
長
、
副
町
長
、
地
域

課
題
の
担
当
課
長
等
が

現
地
の
状
況
を
実
際
に

目
に
し
て
、
問
題
箇
所

を
確
認
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
箇

所
や
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
意

見
、
要
望
を
整
理

し
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
は
早
急
に

対
応
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
問
題
に
つ
い
て
も
必
要
度
、
緊

急
度
な
ど
を
検
討
し
、
実
現
可
能
な
も
の

は
、
順
次
予
算
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、県
や
国
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
も
、

関
係
機
関
に
要
望
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

山
北
町
は
、
平
成
24
年
度
に
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る

た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

10
月
９
日
（
日
）
に
認
定
記
念
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体

験
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
参
加
者
の
方
は
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
作
業

療
法
士
に
よ
る
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

心
地
よ
い
気
分
に
さ
せ
る
「
心
身
リ
セ
ッ
ト

運
動
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ガ
イ
ド

と
な
り
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
（
河
村
城
跡
コ
ー

ス
）
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々

は
、
コ
ー
ス
上
で
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
や
小
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞
い
た
り
、
ク
ヌ
ギ
の
巨
木
を

触
っ
た
り
と
自
分
自
身
の
五
感
で
自
然
を

感
じ
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
河
村
城
址
公
園
の
芝
生
の
上
で
、

地
元
食
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
セ
ラ
ピ
ー

弁
当
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
場
野
菜
の
煮
物

や
足
柄
牛
の
里
芋
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
、
栗
の

渋
川
煮
、
み
か
ん
風
味
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
方
に

も
「
品
数
も
豊
富
で
健
康
に
配
慮
さ
れ
て
い

て
、
す
ご
く
美
味
し
い
」
と
評
判
で
し
た
。

様
々
な
セ
ラ
ピ
ー
体
験
を
し
、
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
後
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
の

ス
ト
レ
ス
が
減
少
し
て
お
り
、
清
々
し
い
笑

顔
に
な
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
ス
ト
レ
ス
を
改
善

す
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
癒
し
の
効
果
を

持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
森も

り林
の

中
で
目
や
耳
、
鼻
、
手
足
、
味
覚
等
の
全
て

の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
自
然
を
感
じ
、
そ

の
中
で
一
番
自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
探
し
、
見
つ
け
る
こ
と
で
、
心
地
よ
い

開
放
感
や
癒
し
を
全
身
で
感
じ
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま

す
。ぜ

ひ
山
北

の
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
を
歩

き
、「
森も

り林
の

お
も
て
な
し
」

を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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５年生の部最優秀　山崎太一さん ６年生の部最優秀　野㟢菜月さん

上空から見た河村城跡周辺

　
５
年
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　
山
崎
太
一
（
清
水
小
）

　
　
「
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

【
優
秀
賞
】

　
伊
賀
汐
音
（
川
村
小
）

　
　
「
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
中
戸
川
響
輔
（
川
村
小
）

　
　
「
元
気
で
頑
張
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

                       　

    

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
杉
本　
葵
（
三
保
小
）

　
　
「
バ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
中
川
と
の
交
流
会
」

　
６
年
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　
野
㟢
菜
月
（
川
村
小
）

　
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
ヒ
ミ
ツ
」

【
優
秀
賞
】

　
尾
崎
泰
成
（
川
村
小
）

　
　
「
坂
の
上
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
佐
藤
美
帆
（
川
村
小
）

　
　
「
御
殿
場
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

                           

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
池
谷
凪
沙
（
清
水
小
）

　
　
「
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
高
橋
百
花
（
三
保
小
）

　
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
茶
」　

町
内
の
小
学
校
５・
６
年
生
を
対
象
に

「
敬
老
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
山
崎
太
一
さ
ん

（
清
水
小
５
年
生
）
と
野
㟢
菜
月
さ
ん
（
川

村
小
６
年
生
）
が
、
９
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
、
敬
老
の
つ
ど
い
の
席
上
で
、
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
29
回
「
敬
老
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

―
い
に
し
え
の
追
体
験
か
ら
観
光
振
興
へ
―

　
河
村
城
跡
で
「
の
ろ
し
上
げ
」

河
村
城
址
の
ろ
し
上
げ
実
行
委
員
会
で

は
、
河
村
城
に
か
か
わ
る
歴
史
を
追
体
験

し
、
郷
土
の
歴
史
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
河
村
城
跡
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
を

目
的
と
し
て「
の
ろ
し
上
げ
」を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
西
地
域
が
「
箱
根
、
湯
河
原
、

熱
海
、
あ
し
が
ら
観
光
圏
」
と
し
て
国
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
文
化

や
歴
史
が
今
後
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
着
目

し
、
町
の
集
客
力
向
上
を
目
指
す
ひ
と
つ
の

事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

戦
国
の
時
代
の
わ
が
町
に
思
い
を
馳
せ

て
、
の
ろ
し
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日

平
成
23
年
11
月
23
日（
水
、勤
労
感
謝
の
日
）

場
所
、
時
間　

①
河
村
新
城
跡
（
川
西
）
10
時
40
分

②
鐘
ケ
塚
砦
跡
（
都
夫
良
野
）
10
時
50
分

③
河
村
城
跡
（
山
北
）
11
時
00
分

　
※
各
会
場
20
分
間
を
予
定

歴
史
的
背
景
と
想
定

1
5
6
8
（
永
禄
11
）
年
11
月
、
武
田

信
玄
は
徳
川
家
康
と
と
も
に
今
川
氏
真
を
駿

府
か
ら
遠
江
国
掛
川
に
追
い
、
こ
れ
を
見
た

北
条
氏
政
は
氏
真
支
援
に
駿
府
に
出
陣
。
翌

1
5
6
9
（
永
禄
12
）
年
6
月
、
信
玄
は
韮

山
城
（
伊
豆
市
）、
大
宮
城
（
富
士
宮
市
）、

深
沢
城
（
御
殿
場
市
）
を
攻
撃
、
つ
い
で
武

蔵
に
入
り
鉢
形
城
（
寄
居
町
）、
滝
山
城
（
八

王
子
市
）
を
攻
撃
し
、
10
月
に
は
小
田
原
城

に
迫
り
城
下
に
放
火
し
た
。
ま
た
、
信
玄
の

別
働
隊
が
城
ケ
尾
峠
か
ら
侵
入
、
湯
ノ
沢
城
、

新
城
、
足
柄
城
以
下
9
城
を
攻
撃
し
た
。
新

城
で
は
敵
が
攻
撃
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
、

鐘
ケ
塚
砦
を
経
由
し
河
村
城
に
急
を
告
げ
る

た
め
「
の
ろ
し
」
で
合
図
を
送
っ
た
。
河
村

城
も
応
答
の
た
め
「
の
ろ
し
」
を
上
げ
た
。

【
問
合
せ
】
山
北
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
電
話　
75

－

２
７
１
７ 
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成　績　表

９月17日（土）に、小田原市城山陸上競技場で、第６５回足柄上・南中学校陸上競技大会が開催されました。
山北中学校が、７部門中、男子フィールド部門で準優勝しました。

松竹映画でデビュー。以来、映
画・テレビ・舞台で活躍。1996
年脳出血で倒れた夫・大島渚さん

（映画監督）の介護体験を綴った
「いのち輝く」、自らの介護うつの
体験を綴った「パパはマイナス
50点」を出版。介護を中心にし
た内容の講演は、各地で好評を得
ている。

（敬省略・☆印は県大会出場者）

学　校　名 種　　目 順　位 氏　名 学　年 記　録 県大会

山北中学校（男子の部）

２００ｍ 第２位 荻野　幹久 ３年 ２４秒５８  

走高跳 第１位 荻野　幹久 ３年 １ｍ６０ ☆

砲丸投 第２位 羽田　康平 ３年 １０ｍ９４ ☆

学　校　名 種　　目 順　位 記　録 県大会

山北中学校（男子の部） 低学年４×100ｍリレー 第１位 ５０秒２７ ☆

第65回足柄上・南中学校　陸上競技大会の結果

「
い
の
ち
を
守
る 

地
域
の
絆 

足
柄
上
」

足
柄
上
地
域
自
殺
予
防
対
策
講
演
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

全
国
で
は
平
成
10
年
よ
り
13

年
連
続
で
毎
年
約
3
万
人
の
人

た
ち
が
、
自
ら
尊
い
命
を
絶
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
交
通
事
故
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
約
6
倍
に

当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
足
柄
上
地
域
に
お
い

て
も
、
残
念
な
こ
と
に
毎
年
少

な
か
ら
ず
自
ら
命
を
絶
つ
人
が

い
ま
す
。

県
と
足
柄
上
地
域
1
市
5
町

で
は
、
女
優
の
小
山
明
子
さ
ん

を
お
招
き
し
、
自
殺
対
策
予
防

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
開
催
日

　
平
成
23
年
11
月
26
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら
4
時
（
開
場
午
後
1
時
）

○
会　
　
場

　
南
足
柄
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

○
内　
　
容

　
第
1
部　
講
演
会　
「
二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た
介
護
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
今
日
も
二
人
で
～
」

　
　
　
　
　
　
　
講　
　
師　
女
優　
小
山
明
子
さ
ん

　
第
2
部　
座
談
会　

　
　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ラ
ー　
女
優　
小
山
明
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口 

亮
医
師
（
緑
蔭
診
療
所
院
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
保
健
師
（
山
北
町
保
健
師
）

○
お
申
込
み

　
福
祉
課 

長
寿
い
き
が
い
班
（
電
話
75

－

3
6
4
4
）
ま
で
直
接
お
申
込

み
く
だ
さ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り

女優　小山明子さん

広報やまきた　平成23年11月号　No.6819



同ど
う
わ
も
ん
だ
い

和
問
題
と
は
…　
経け
い
か過
と
課か
だ
い題

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2011年11月 第90号
山北町教育委員会

　
同ど
う
わ
も
ん
だ
い

和
問
題
と
は
（
歴れ
き
し
て
き
け
い
か

史
的
経
過
）

「
同
和
問
題
（
部ぶ
ら
く
さ
べ
つ

落
差
別
）
と
は
、『
同
和
地ち

く区
』

出し
ゅ
っ
し
ん
し
ゃ

身
者
で
あ
る
と
い
う
理り
ゆ
う由

で
就
し
ゅ
う
し
ょ
く

職
や
結け
っ
こ
ん婚

な
ど

で
不ふ
と
う当

に
差
別
さ
れ
、
社し
ゃ
か
い
て
き

会
的
に
不ふ
り
え
き

利
益
を
受
け

て
い
る
」
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
の

中
で
人じ
ん
い
て
き

為
的
、
政せ
い
じ
て
き

治
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

江え
ど
ば
く
ふ

戸
幕
府
は
封ほ
う
け
ん
せ
い
ど
か
く
り
つ

建
制
度
確
立
の
た
め
身み
ぶ
ん
せ
い
ど

分
制
度

を
設も
う

け
、
そ
の
中
に
別
の
身
分
（
被ひ

差
別
身
分
）

を
つ
く
り
、
差
別
を
強き
ょ
う
せ
い制す

る
こ
と
に
よ
り
幕ば
く
は
ん藩

体た
い
せ
い制

の
維い

じ持
を
図は
か

り
ま
し
た
。

明
治
四
年
の
「
身
分
解か
い
ほ
う
れ
い

放
令
」
に
よ
り
、
そ
れ

ら
の
人
々
は
被
差
別
身
分
か
ら
法ほ
う
て
き的

に
解か
い
ほ
う放

さ
れ

ま
し
た
が
、
国
に
よ
る
実じ
っ
し
つ
て
き

質
的
な
施せ
さ
く策

が
な
さ
れ

な
い
中
で
、
む
し
ろ
社
会
的
、
経け
い
ざ
い
て
き

済
的
な
差
別
は

　と も だ ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞　　　　：mon ＆大島一樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　　　曲：mon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補作・編曲：石橋序佳

題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
悪あ
く
し
つ質

な
差
別

書
き
こ
み
や
差
別
情じ
ょ
う
ほ
う
報
の
発は
っ
し
ん
と
う

信
等
、
ま
だ
ま
だ
根ね

強づ
よ
い
こ
と
が
伺う
か
がわ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
な
に
を
！

同
和
問
題
は
、
わ
が
国
固こ
ゆ
う有
の
差
別
問
題
と
し

て
、そ
の
解
決
は
国
民
的
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
様
々

な
新
し
い
人
権
問
題
が
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人

権
を
認み
と

め
、
互た
が

い
の
人
権
を
尊そ
ん
ち
ょ
う重し
て
い
こ
う
と

す
る
私
た
ち
の
意
識
が
重じ
ゅ
う
よ
う要に
な
り
ま
す
。

「
二
十
一
世せ
い
き紀
は
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
同
和
問
題
を
始
め
、
様
々
な
人
権
問
題
が

解か
い
し
ょ
う
消
さ
れ
る
明
る
い
社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

全ぜ
ん
こ
く
す
い
へ
い
し
ゃ

国
水
平
社
の
創そ
う
り
つ立
（
大
正
十
一
年
）
を
契け
い
き機

に
、
同
和
地
区
の
人
々
の
差
別
か
ら
の
解
放
を
願

う
運
動
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、
そ
の
後
の
取

組
み
の
指し
し
ん針
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
の
「
同
和
問
題
の
早そ
う
き
ゅ
う急
な
解か
い
け
つ決
は

国
の
責せ
き
む務
で
あ
り
、
同
時
に
国こ
く
み
ん
て
き
か
だ
い

民
的
課
題
で
あ
る
」

と
い
う
「
同
和
対た
い
さ
く策
審し
ん
ぎ
か
い
と
う
し
ん

議
会
答
申
」
は
、
長な
が
ね
ん年
に

わ
た
る
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
た
、
同
和
地

区
の
方
々
の
運
動
の
成せ
い
か果
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
四
年
の
同
対
法
以
降
の
一い
ち
れ
ん連
の
法
的

措そ

ち置
は
平
成
十
四
年
ま
で
続
き
、
同
和
地
区
の
生

活
環か
ん
き
ょ
う
境
の
改か
い
ぜ
ん善
と
と
も
に
、
同
和
教
育
や
啓け
い
は
つ発
活

動
を
通
し
て
、
国
民
の
理り
か
い解
を
深ふ
か

め
、
一い
っ
て
い定
の
意い

識し
き
へ
ん
か
く

変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現げ
ん
ざ
い在
の
差
別

し
か
し
、
現
在
の
部
落
差
別
の
問
題
は
、
全
国

各か
く
ち地

に
お
い
て
発は
っ
せ
い生

し
て
い
る
土と

ち地
問も
ん
だ
い題

や
就
職
・

結
婚
差
別
、
差
別
落ら
く
が書

き
や
差
別
ハ
ガ
キ
等
の
問

５秒
びょう

にひとり　食
たべ

べるものがなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

５分
ふん

に８人
にん

　飲
の

める水
みず

がなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

おちこんだりって　すばらしいこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

気
き

づけるはずさ　ともだち
　　　みんなに伝

つた
えて　ともだち

　　　勇
ゆ う き

気をだして　手
て

をさしのべたら
ぬくもりつづく　ともだちがいるんだ

見
み

えないままじゃ　不
ふ こ う

幸なこと
歩
ある

くための　みちしるべなんだ

気
き

づけるはずさ　ともだち
みんなに伝

つた
えて　ともだち

わかりあえるって　しあわせなこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち

第62回全国人権・同和教育研究大会　　佐賀大会イメージソング
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ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2011年11月 第90号
山北町教育委員会

「
百ひ

ゃ
く
に
ん人の
村む

ら
、

　
　
　
　
あ
な
た
も
こ
こ
に
生い

き
て
い
ま
す
」

今
年
の
人
権
問
題
講
演
会
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
「
世せ

か
い界
が
も
し
百
人
の
村
だ
っ
た
ら
」

の
作さ

く
し
ゃ者

で
、「
世
界
平へ
い
わ和

ア
ピ
ー
ル
七
人
委い
い
ん
か
い

員
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
世
界
平
和
に
向
け
て
尽

じ
ん
り
ょ
く力

さ
れ
て
き
て
い
る
池い

け
だ田

香か

よ

こ
代
子
氏
を
講こ
う
し師

と
し
て

お
迎む

か
え
し
開か
い
さ
い催

し
ま
す
。

国こ
っ
き
ょ
う
境
や
民み
ん
ぞ
く族
を
超こ

え
た
平
和
や
人
権
に
関
す
る

素す

ば晴
ら
し
い
話
が
聞
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
町ち

ょ
う
み
ん民の

ご
来ら
い
じ
ょ
う場を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期き

じ
つ日　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
二
十
分

◆
会
場　
山
北
町
立
中ち
ゅ
う
お
う
こ
う
み
ん
か
ん

央
公
民
館
多た
も
く
て
き
目
的
ホ
ー
ル

◆
講
師　
池
田　
香
代
子　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
入に

ゅ
う
じ
ょ
う
む
り
ょ
う

場
無
料

　と も だ ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞　　　　：mon ＆大島一樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　　　曲：mon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補作・編曲：石橋序佳

一
九
八
三
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
横よ
こ
は
ま浜

市し

内
の
中
高
校
生
十
数
人
に
よ
り
引ひ

き
起お

こ
さ
れ

た
十
二
件
の
ホ
ー
ム
レ
ス
襲し
ゅ
う
げ
き
じ
け
ん

撃
事
件
は
、
死し
ぼ
う亡
二

名
、
重
じ
ゅ
う
し
ょ
う症
十
三
名
と
い
う
被ひ
が
い
し
ゃ

害
者
を
生う

ん
だ
大
変

な
事
件
で
し
た
。

そ
の
後
も
、「
こ
わ
い
」「
汚き
た
ない
」「
臭く
さ

い
」「
怠な
ま

け
て
い
る
」
等
の
ホ
ー
ム
レ
ス
へ
の
偏へ
ん
け
ん見
と
差
別

意
識
に
よ
り
全
国
各
地
に
お
い
て
同
様
の
事
件
が

続ぞ
く
は
つ発
し
、
大
き
な
人
権
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ
、
高こ
う
れ
い齢

化か

、
そ
し
て
近き
ん
ね
ん年
の
経
済
の
悪あ
っ
か化
等
に
よ
り
仕
事

を
失
い
、
駅え
き
し
ゅ
う
へ
ん

周
辺
、
公こ
う
え
ん園
、
河か
せ
ん
じ
き

川
敷
等
で
野の
じ
ゅ
く宿
生

活
を
余よ

ぎ儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
を
い

い
、
全
国
で
一
三
，
一
二
四
人
（
平
成
二
十
二
年

厚こ
う
せ
い
ろ
う
ど
う
し
ょ
う
ち
ょ
う
さ

生
労
働
省
調
査
）
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
は
、
就し
ゅ
う
ろ
う労
が
難む
ず
か
し
い
と
い
わ
れ
る

六
十
才
近
い
高
齢
で
す
が
、
最
近
は
、
雇こ
よ
う
か
ん
き
ょ
う

用
環
境

の
悪
化
に
伴
い
二
十
～
三
十
代
の
若
い
層そ
う

も
増ふ

え

て
き
て
い
ま
す
。

多
く
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
は
、
働は
た
らき
た
い
と

い
う
強
い
意い
よ
く欲
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
で
あ
る
こ
と
、
就
労
に
際
し
て
の
社
会
的
信し
ん
よ
う用

（
住じ
ゅ
う
し
ょ所、
住
じ
ゅ
う
み
ん
ひ
ょ
う

民
票
、
保ほ
し
ょ
う
に
ん

証
人
等
）
が
な
い
こ
と
、
と

い
う
共き
ょ
う
つ
う通し

た
問
題
を
抱か
か

え
、
再さ
い

就
労
が
難
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
は
、
若じ
ゃ
く
ね
ん年

ホ
ー
ム
レ
ス
の
増
加
に

伴
い
「
誰だ
れ

に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
」
と
い
う
認に
ん

識し
き

が
広
が
っ
て
き
て
お
り
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自じ
り
つ立
支し

援え
ん
ほ
う法

」（
平
成
十
四
年
）
に
基も
と

づ
い
た
、
行ぎ
ょ
う
せ
い政や

民み
ん

間か
ん
だ
ん
た
い

団
体
等
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
の
自
立
を

支
援
す
る
様
々
な
取と
り
く組

み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

ケンカできるって　ステキなこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
青
あお

い空
そら

なら　つながってると　　　

キミは知
し

っているね　なにができるか　　　
明
あ し た

日に会える　ともだちがいるんだ

知
し

らないままじゃ　悲
かな

しいこと
わかることが　明

あ し た
日に向かって

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
暗
くら

い夜
よる

でも　朝
あさ

は来
く

るって

笑
わら

いあえるって　うれしいこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
みんなどこかで　つながっている

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
みんなどこかで　つながっている

人じ
ん
け
ん
も
ん
だ
い
こ
う
え
ん
か
い

権
問
題
講
演
会
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
鈴
木　
健
吾
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
純
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
た
ち
ゃ
ん　
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
い
ち
ゃ
ん　
1
歳

鈴木さん
ご家族

＜越地＞

関
勝
則
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
20
年
近
く

に
わ
た
っ
て
、
青
少
年
指
導
員
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
は
青
少

年
指
導
員
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
会
の
運
営

に
も
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
関
勝
則

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

青
少
年
指
導
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
。

「
青
少
年
指
導
員
は
各
地
域
か
ら
選
ば
れ
た

19
名
で
、
町
や
実
行
委
員
会
等
が
開
催
す
る
青

少
年
健
全
育
成
大
会
や
、
成
人
式
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
や
ま
き
た
健
康
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
協
力
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
季
と
冬
季
の
夜
間
に
は
、
青
少

年
の
防
犯
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
健

全
育
成
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
平
成
９
年
か
ら
は
、
足
柄
上
地
区
の
高
校

５
校
の
軽
音
楽
部
を
招
い
て
、『
ラ
イ
ブ 

イ
ン

山
北
』
を
主
催
し
、
青
少
年
指
導
員
協
議
会
独

自
の
事
業
と
し
て
は
県
内
で
も
珍
し
い
で
す

が
、
若
者
に
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。」

青
少
年
指
導
員
に
な
ら
れ
た
当
時
と
現
在
で
、

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

「
私
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
子
ど
も
会
活
動
に

も
携
わ
っ
て
い
た
た
め
か
、
10
年
程
の
期
間
で

子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
は
何
に
関
し

て
も
体
験
不
足
。
外
で
も
っ
と
遊
ぶ
必
要
が
あ

る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
キ
ャ
ン
プ

場
に
行
っ
て
も
、
遊
園
地
の
よ
う
に
遊
具
が
な

い
た
め
、
何
を
し
て
遊
ん
で
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。
昔
は
、
ロ
ー
プ
１
本
あ
れ
ば
色
々
な
遊

び
を
し
て
い
た
。
子
ど
も
は
創
造
者
で
、
自
分

で
遊
び
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
時

代
が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、
体
験
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
で
す
。」

今
後
、
活
動
と
し
て
展
開
し
た
い
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
と
に
か
く
、
子
ど
も
に
屋
外
で
の
体
験
の

場
を
与
え
た
い
。
竹
細
工
な
ど
で
は
、
刃
物

を
持
っ
た
ら
危
険
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

誤
っ
た
使
い
方
を
す
る
か
ら
ケ
ガ
を
す
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
た
い
。
過
保
護
に
危
険
か
ら
遠

ざ
け
過
ぎ
ず
様
々
な
体
験
を
さ
せ
、
子
ど
も
の

目
線
に
立
っ
て
対
話
を
し
、
正
し
い
方
向
へ
と

導
く
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
。
生
ま
れ
た
子
ど

も
が
何
度
も
転
び
な
が
ら
、
や
が
て
歩
け
る
よ

う
に
な
る
よ
う
に
、
小
さ
な
失
敗
を
積
み
重
ね

て
大
き
く
な
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
こ
と
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。」

町
の
人　

関　
勝
則
さ
ん

（
山
北
町
青
少
年
指
導
員
協
議
会
会
長
）

私
た
ち
家
族
は
、
昨
年
末
に
夫
の
実
家
の

あ
る
山
北
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
新

し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
10
か
月
が
経
ち
、
月
日
が
経
つ
の
は
早
い

な
ぁ
…
と
感
じ
ま
す
。
４
人
だ
っ
た
家
族
が

夫
の
母
、
祖
母
が
加
わ
り
６
人
と
な
っ
て
ま

す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
自

然
に
囲
ま
れ
て
、
毎
日
の
び
の
び
と
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

３
歳
の
長
女
ひ
な
た
と
１
歳
６
か
月
の

次
女
あ
お
い
は
、
お
父
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら

う
の
が
大
好
き
で
す
。
夜
に
な
る
と
、
夫
の

帰
り
を
今
か
今
か
と
首
を
長
く
し
て
待
っ
て

い
ま
す
。「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
る
と
玄
関
に
走
っ
て
迎
え
に
行
き
、
肩
車

を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
高
い
高
い
を
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
そ
の
後
に
３

人
で
一
緒
に
お
風
呂
に
入
る
の
が
日
課
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
夫
の
帰
り
が

遅
く
な
り
、「
今
日
は
お
母
さ
ん
と
お
風
呂

だ
よ
」
と
言
う
と
な
ん
と
な
く
残
念
そ
う
で
、

私
は
淋さ
み
し
か
っ
た
り
し
ま
す
（
泣
）。

山
北
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
、
子
ど
も
を
見
守
る
“
目
”
が
多

く
あ
る
こ
と
で
す
。
以
前
は
長
女
と
い
え
ど

も
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
た
い
年
頃
の
ひ
な
た
に

は
、
妹
が
い
る
こ
と
で
我
慢
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
母
や
祖

母
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
が

小
さ
い
う
ち
は
、
た
っ
ぷ
り
甘
え
さ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
と
分
か
っ
て
は
い
て
も
、

つ
い
つ
い
口
う
る
さ
く
言
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
そ
の
分
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
十
分
甘
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

二
人
は
本
当
に
幸
せ
だ
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
大
切
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
自
分
の
周
り
に
い
る
人
た
ち
の
こ

と
を
大
切
に
で
き
る
、
そ
ん
な
風
に
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
純
子
さ
ん
）
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［班　員］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
新　所　属 氏　　名 旧　所　属

税務課税務班主査 大　島　恭　子 総務防災課付主査
福祉課福祉推進班主事補 宇野澤　麻　美 新採用

町職員の人事異動
（平成２３年１０月１日付け）

●母子健康手帳の発行に関して
Ｑ：初めての子を妊娠しました。母子健康手帳が欲しい

のですが？
Ａ：健康づくり課で交付します。合わせて、産婦人科で

受診する妊婦健康診査の１４回分の費用補助券をお
渡しします。また、妊娠中の過ごし方や育児方法な
どを教わる「ママ・パパクラス」を行っていますの
でご利用ください。

●出産・育児に関して
Ｑ：山北町では出産すると、うれしい制度があると聞い

たのですが？
Ａ：町内に住んでいて、第１子を出産した家庭に５万円、

第２子以降の出産に１０万円の出産祝い金をお渡し
します。また、出生から１歳までの間、１ヶ月３，
７８０円分の紙おむつ購入券を発行します。

Ｑ：第１子を出産しましたが、育児に不安があります。
育児相談をしたいのですが？

Ａ：保健師が、家庭訪問し、授乳や育児方法などの相談
をお受けします。また、乳幼児健康診査日やすくす
く相談、乳幼児ニコニコ相談日にも、保健師や管理
栄養士が相談をお受けしています。

　　健康福祉センター２階の子育て支援センターでは、
子育てで気になることや心配なことを子育てアドバ
イザーがお話を伺います。フリースペースでは、子
どもたちが元気に遊び、お母さん同士の交流や育児
の情報交換ができます。

●健康づくりに関して
Ｑ：特定健康診査の結果、メタボリックシンドロームの

判定でした。生活習慣を改善したいのですが？
Ａ：毎日の歩数や歩行距離、運動内容、生活スタイルな

どを記録できる生活習慣記録機により、健康づくり
につなげる「健康ステップアップ事業」、健康的な
生活習慣の定着を促すため、ウォーキングや毎日の
健康づくりをポイントにする「健康づくりポイント
事業」などを実施していますのでご相談ください。
また、水中運動教室、各種運動サークルなどを紹介
します。

●さくらの湯に関して
Ｑ：さくらの湯は温泉？
Ａ：炭酸カルシウムの人工温泉で、あせも・荒れ性・

しっしん・肩こり・神経痛などに効果があるとされ
ています。料金は２時間大人４００円、小人２００
円で、大浴槽、露天風呂、サウナなどの他、温水プー
ル（水着・水泳帽が必要）、ジャグジーもあります。

※このほかにも、がん検診や予防接種、各種相談、森林
セラピー事業などを行っています。

【問合せ】健康づくり課　健康づくり班
　　　　 電話　７５－０８２２

役場インフォメーション　～教えて、役場のこと～
このコーナーでは、役場の部署（課、室など）の仕事の一部を、毎月Ｑ＆Ａ形式で紹介していきます。
第7回目は 健康づくり課 （健康福祉センター１階）です。

９月町定例議会での同意を受け、岡部達也さんが教育委員会委員に選任されました。
任期は平成23年10月１日から平成27年９月30日までです。
また、町教育委員会では９月定例教育委員会を開催し、教育委員長に小林亘さん、委員長職務代理者に坂本宏

美さんを再任しました。
委員長及び職務代理者の任期は平成23年10月１日から１年間です。

教育委員に 岡部達也 さんを選任
教育委員長に 小林亘 さん、
委員長職務代理者に 坂本宏美 さんを
それぞれ再任

岡部達也　教育委員

広報やまきた　平成23年11月号　No.68113



山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第91号

日
本
の
自
殺
者
は
、
平

成
10
年
に
3
万
人
を
超
え

て
か
ら
減
少
す
る
こ
と
な

く
高
止
ま
り
の
ま
ま
推
移

し
て
い
ま
す
。
毎
日
約
90

人
の
方
が
自
ら
命
を
落
と

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
交

通
事
故
死
の
約
6
倍
で

す
。
自
殺
原
因
に
は
複
雑

な
背
景
が
あ
り
ま
す
が
、

遺
さ
れ
た
家
族
や
周
囲
の

方
に
大
き
な
悲
し
み
や
深

刻
な
心
理
的
社
会
的
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

気
づ
い
て

く
だ
さ
い
！

体
と
心
の

限
界
サ
イ
ン

こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　
　
　
　

な
り
ま
し
ょ
う
！

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
５
７
０－

０
６
４－

５
５
６

　
　
　　

お
こ
な
お
う
　

ま
も
ろ
う
よ
　
こ
こ
ろ

一
人
で
悩
む
よ
り
ま
ず
相
談
を
！

自
殺
の
原
因
の
50
％
以
上
は
健

康
問
題
で
す
。そ
の
中
で
も
大
半

が「
う
つ
病
」に
か
か
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、早
く
受

診
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
自
殺
を
防

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。自
殺
者
の

年
齢
は
、若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
の
取
組
み
が
必
要
で
、職
場
や
地
域
、学
校

で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、悩
ん
で
い
る
人
に

気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
、見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

誰
で
も
自
殺
予
防
の
主
役
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

気
づ
き　

周
囲
の
方
の
変
化
に
気
づ
い
て「
元

気
な
さ
そ
う
だ
か
ら
心
配
し
て
た
ん
だ
。何
を

悩
ん
で
る
の
？
よ
か
っ
た
ら
話
し
て
く
れ
る
？
」

な
ど
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

傾　

聴　

相
手
の
感
情
を
決
し
て
否
定
せ
ず
に

心
か
ら
耳
を
傾
け
、「
大
変
で
し
た
ね
」と
ね
ぎ
ら

い
ま
し
ょ
う
。叱
咤
激
励
は
、相
手
を
更
に
追
い
詰

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　

一
緒
に
専
門
機
関
へ
出
向
く
等
、丁

寧
に
相
談
窓
口
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

見
守
り　

温
か
く
寄
り
添
っ
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、勇
気
を
持
っ
て
声
を
か
け
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
の
研
修
は
、

保
健
福
祉
事
務
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

足
柄
上
保
健
福
祉
事
務
所　

電
話 

83－

５
１
１
１
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 2 4

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

１０月に公民館主催事業として『ワンダーランド 秋の公演』（子どもたちによる歌や劇の舞台）と『汽車ポッポ 人形劇公演』
（公民館ボランティアによる人形劇）を開催しました。
中央公民館では、今後も季節に合わせた教室や行事を開催する予定です。皆様お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

広報やまきた　平成23年11月号　No.68115



前回のイベントから

＊1１月4日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊1１月4日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊1１月4日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

きのこのシチューパン作り教室
日　時　１１月１５日（火）９：３０～１２：００
内　容　とろとろシチューがしみこんだおいしいパンを作ります。
対　象　一般（定員２４名）　　講　師　北村　園子さん
参加費　５００円　　　　　　　持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用の容器

編み物教室
日　時　１１月２２日（火）・１１月２９日（火）・１２月　６日（火）
　　　　１３：３０～１６：３０※３回シリーズ
内　容　寒い冬に備えてあたたかい編み物を作ります。
　　　　※初心者向けから経験者向けまで申込み時に作品を選択していただきます。
　　　　（中央公民館事務室に見本があります）
対　象　一般（定員１０名）
講　師　西山　節子さん（ハンドボイスサークル会長）
参加費　初回１，０００円（２回目以降は作品によって実費となります）
持ち物　筆記用具

ロビー展示 開催しました

（読み聞かせボランティア「スイミー」共催）
日　時　１１月３０日（水）・１月３１日（火）・２月２５日（土）・３月１４日（水）
　　　　１０：００～１２：００※１回のみの受講も可能です。
内　容　子どもに関わる全ての方への応援となる広くて深い内容です。
対　象　子育て中の保護者・おはなしボランティアの方・子どもに関わる仕事をされている方（定員４０名）
講　師　大畑　真由美さん（日本子育てアドバイザー協会認定・子育てアドバイザー）
参加費　無料
持ち物　筆記用具

お話ボランティア養成講座「子どもの心を豊かに育てる・絵本から広がる世界」

中央公民館で活動している大人のジャズ体操サークルです。ストレッチで体を良く伸ばすことから始まり、
毎日欠かすことの出来ない歩行運動もリズムに合わせて楽しく、和気あいあいといい汗を流しています。
日　時　１１月３０日（水）１３：００～１４：３０　　　内　容　ストレッチとリズム体操
対　象　一般（定員１０名）　　　　　　　　　　　　　　参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

「ジャギーレインボー」サークル体験教室

「足柄牛ロール」を作りませんか？【9月２９日（木）】
甘辛く煮た牛肉ときゅうり・錦糸卵・紅しょうがなどを海苔に

のせ、お茶で炊いたご飯（寿司飯）でまく豪華な料理。
「見た目よりさっぱりしておいしい」・「家では難しいからと作
らなかった巻き寿司も、コツを教えてもらって上手に出来た」と
好評でした。

　　印の付いている教室には託児サービスがあります。
ただし有料ですので、ご希望の方はお申込の際にお問合せください。

教室についての申込み、問合せについては
中央公民館事務室 ℡（７５）３１３１までどうぞ！

野地　悌子 水墨画展 「三保のふるさと」
【１０月１日（土）～１０月１６日（日）】

●作品例「プリーツのベスト」
（経験者向け）

●
●
●
●
●
●
●
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※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

11 月
日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

1 2 月

11 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
2 水

町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）36493 木
4 金
5 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 日 町民文化祭・芸能発表会 多目的ホール ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

9 水 布の絵本作り教室② 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

10 木 つるし雛作り教室② 第 ３ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

12 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

15 火 きのこのシチューパン作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

16 水 やまぶき学級 芸術鑑賞会 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　　☎（75）1294

19 土

ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

22 火 編み物教室① 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

26 土
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

29 火 編み物教室② 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

30 水

お話ボランティア養成講座
「子どもの心を豊かに育てる
 ・絵本から広がる世界」①

第 １ 会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館

「ジャギーレインボー」　　
　　　　 サークル体験教室 多目的ホール １３：００ 申込者 中央公民館

12 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 土

ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

人権問題講演会 多目的ホール １３：３０ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 火 編み物教室③ 第 １ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

8 木 つるし雛作り教室③ 第 ３ 会 議 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

※町民文化祭は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００までです。
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①１１月　５日（土）
　大型絵本「すてきな三にんぐみ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②１１月１９日（土）
　絵本「とってもいいひ」ほか
   （おはなしボランティア「ゆめ」）
③１２月　３日（土）
　絵本「アンガスとあひる」ほか
    （おはなしボランティア「えほんまる」）
●時　間　１４：３０～１５：００
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
こいわすれ
マスカレード・ホテル
平成猿蟹合戦図
『定年サバイバル時代』の
　　　　　　働き方ルール
おまえさん　上下
スノーボード
　　　　　はじめてＢＯＯＫ

畠　中　　恵　
東　野　圭　吾
吉　田　修　一

田　中　和　彦

宮　部　みゆき
スノーボーダー
　　　　編集部

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
はじめてのおさいほう
これもむしぜんぶむし
少年弁護士セオの事件簿　１
できたよ、一輪車
ガンジーさん
楽しい！どんぐりまつぼっくり
　　　　落ち葉の工作ＢＯＯＫ

寺　西　恵里子
斎　藤　隆　夫
ジョン・グリシャム
日本一輪車協会
長谷川　義　史

おさだ　のび子

◆ 児 童 書

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　
～心も体も温まる本～

本を
  
本ををを本を
  
大切に！！
  

大切に！！
  最近、濡れたり汚れたりしている本、傷のついたＤＶＤ

が増えています。誤って資料を破損
してしまった場合は、そのままカウ
ンターに届け出てください。
図書室の資料は町の財産です。

みなさんが気持ち良く利用できるよ
うにご協力をお願いします。 ～信じよう 本の力～

スープや鍋料理・手編みの本など冬本番に向け
て読んでおきたい本を集めました。

お知らせお知らせ
★１１月１日（火）～４日（金）は町民文化祭のため、
図書室の利用は１７：００までとさせていただきます。
また、この期間中、学習室は終日利用できません。

★１１月１５日（火）～１６日（水）はシステムの修理の
ため貸出し・予約等のサービスはできません。

～皆様のご協力をお願いいたします。～

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）
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今
月
・
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の
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整
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㎜
で
調
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る

町
の
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き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ う

湯　坂　尾　﨑　優　生（女）　昌　司・智　美

※今回の掲載分は、平成２３年９月１６日から平成２３年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

馬　場　　関　　　良　次（男）６２歳　本　人

堂　山　　　　野　長　　（男）８４歳　　〃　

田屋敷　　内　藤　キ　ミ（女）９１歳　　〃　

上本村　　布　施　　明　（男）８６歳　　〃　

峰　下　　池　田　　謙　（男）６７歳　　〃　

萩　原　　長　野　シロ子（女）６７歳　達　夫

南　原　　岩　井　榮　一（男）８９歳　敏　之

上本村　　岸　本　清　子（女）６９歳　惣一郎

谷　ケ　　武　井　キヨジ（女）１００歳　宏　仁

　畑　　　髙　橋　ヤヱ子（女）９７歳　義　雄

山北　 714mm（840mm）
三保　1055mm（948mm）

山北　21.2℃（24.2℃）
三保　21.9℃（23.2℃）

※（　）内は平成22年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,797人
6,111人
11,908人

（－03人）
（－01人）
（－04人）

世帯数　4,235世帯（+7世帯）

（注）前年比増減は、気象条件や契約口数など様々な要因によるため、
節電効果を単純には比較できません。

（町内の電力使用量）　8月分

10,720千kWh
（データ提供 東京電力株式会社）

平成23年

平成22年 11,859千kWh

前年比
9.6％減
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９月２６日、平成１６年４月にオープンした「さくら
の湯」で、入場者が６０万人を超えました。
入場者６０万人目となったのは、向原地区にお住まい
の石田加津子さんで、町からは花鉢と無料利用券綴り、
ともしびショップからは記念品が贈呈されました。また、
６０万人目の前後１０人の方にも、前後賞として花の苗
と無料利用券が贈られました。
石田さんは、水中運動教室でさくらの湯を利用されて
いて、この日も教室が
行われる日でした。
教室の仲間やスタッ
フから祝福され、石田
さんは大変喜んでいら
れました。

山北町連合自治会に
宝くじ助成

さくらの湯入場者
６０万人達成

整備された
パークゴルフ専用クラブ

上手に刈り取りできました

コース全体標示板

山北町連合自治会では、平成２３年度一般コミュ
ニティ助成事業（宝くじ助成）を活用し、パークゴ
ルフ用のゴルフクラブ１３０本、クラブスタンド２
台、コース全体標示板、ロッカー、放送設備、防球ネッ
ト、ネット用ポールを整備しました。
今後は、地域コミュニティ活動への参加意欲を高
め、地域の活性化を図ります。

清水小学校・三保小学校
合同稲刈り体験

向原保育園　さつまいも掘り

９月２６日、
清水小学校と三
保小学校の児童
たちが稲刈りを
しました。
今年の５月に、
児童たちが一生
懸命植えた苗は、
度重なる台風な
どの風雨にも負
けず、立派な稲
穂に成長。
地域の協力者
の方々と一緒に
収穫したお米の
味は、とても美
味 し い こ と で
しょう。

１０月１１日、向原
保育園の園児たちが、
さつまいも掘りをしま
した。
５月に園児たちが苗
付けしたさつまいも
は、とても大きく育っ
ていて、掘ったいもを
手にみんな大満足。今
年も豊作でした。

収穫記念にみんなでパチリ

こんなに育っていたんだね

大きな
おいもに
大満足

秋の実り たくさんとれたよ! !

「やまきた健康スポーツ大会」今月の表紙
今月号の表紙は、１０月２日に行われたやまきた健康スポーツ大

会での、グラウンド３０周リレーマラソンの様子です。
子どもから大人まで、参加した各チームの選手ひとりひとりが力

一杯走り、懸命に襷を繋いでいる躍動感溢れる場面を写しました。
たすき


